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115)乙宇湯によると思われ る,急性肝 炎様所 見

を呈 した肝障害の 1例
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44才女性.1993年 3月より内痔核のため乙字源を内

服.6月_上二句より心寓部痛.尿の濃染が出現 し,6Flll'

日当科受診.赦性黄痕を認め.入院_37.5度の発熱.皮

膚.限球結膜に蓄染あり.Gryrl,694,T-Bil°.8,炎

性で.乙字源t')中i上.!二安静.肝庇護療法で トランス-''ミ

十一4-:は改善した.退院後患者が乙字源の内服を再開 し

たところ,Glyr537と肝障害〔')再発見を認めた.肝生

検組織像では急性肝炎回復期として矛盾し左い所見であー.,

た,乙字湯の LST は陰性であったが臨床経過より薬

剤捜肝障害が強く示唆され 現在,肝障害は再発なく経

過観察中である.
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｢肝 細 胞 増殖因 子 (HGFlによる肝再生機構と

臨 床応欄への可能性｣
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